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1 面 

 「４・28 沖縄デー」を忘れるな 

沖縄に連帯し石破戦争政権と対決しよう！ 

岡本茂樹（ふくおか戦争政権に反対し行動する実行委員会） 

 

2 面 

ＨＯＷＳ事務局からのお知らせ 

「２０２５年度前期講座」の開催につきまして 

 

戦後 80 年 何が問われているか 

「大阪空襲 80 年朝鮮人犠牲者追悼集会」に寄せて 

空野佳弘（弁護士） 

 

琉球弧を再び戦場にさせない！ 

宮古島はいま、４・17 横浜集会  

大舘まゆみ 

 

3 面 

労働者通信  

組合員の命を守る東京清掃 

仲間の魂揺さぶる三浦議長の闘い 

渡邊茂憲（東京都清掃労働組合葛飾支部副委員長、東京清掃本部中央執行委員） 

 

中教審答申「我が国の「知の総和」向上の未来像」を嗤う⑴ 

高校まで誰もが通える制度が必要だ 

佐野通夫（東京純心大学教員） 

 

前照灯 

『ケアの倫理』とマルクス 

 

4～5 面 

激動の朝鮮半島情勢と朝鮮社会主義建設の今 

朝鮮労働党中央委員会第８期第 11回総会を手掛かりに 

崔権一（朝鮮総聯大阪府本部副委員長） 

 

尹錫悦罷免の日の声明――これは終わりではなく始まりだ！ 

民主労総の声明 

ついに主権者が勝利した。今こそ断罪の時だ！ 

 

梁慶洙委員長の挨拶 

１２０万の民主労総組合員同志たち！ 

 

非常行動の立場 

尹錫悦罷免、民主主義の勝利だ――内乱を終わらせ社会大改革に乗り出そう 

 

6～7面 

マラク‐マタールが語る《言葉はない》 

ガザを記録する芸術家の抵抗精神 

 

 マラク‐マタールについて 



編集部 

 

8～9面 

連載 第三世界のなかのレーニン思想 

――レーニン没後１００年とこんにちの世界③ 

『何をなすべきか』における前衛論 

林裕哲（朝鮮大学校外国語学部准教授） 

 

『国際主義』第 10号発行 

 

国際短信 世界のいま 

〈ギリシャ〉４月９日、全土でゼネストと大規模集会 

 

10 面 

連載 ディアス＝カネルへのインタビュー（最終回） 

キューバは決して傍観してこなかった 

――キューバは統合へ向け前進し続ける 

第３部＝国際政治について（２） 

 

11 面 

書評 究極Ｑ太郎詩集『散歩依存症』 

困難な時代を生きる人たちの連帯の可能性を模索 

加部洋祐（歌人） 

 

映画時評 『ノー・アザー・ランド／故郷は他にない』 

世界の常識では「ヒトのものを盗ったらドロボウ」ではないのか？ 

パレスチナのヨルダン川西岸地区でおきていること 

井野茂雄 

 

催物案内 

 

12 面 

 紙つぶて 

  不正確な情報に惑わされるな 

熊谷真一（埼玉県在住） 

 

検定「合格」した極右「教科書」 

奥山聡（東京都在住） 

 

頂門一針 

 「黒い詩歌」講演会 

 

投稿 ２０２５年 憲法記念日に寄せて 

平和＝天下泰平だと思っていませんか？ 

伊地知柊三（さいたま市） 

 

編集部発 

 

 


